
令和６年度

25 部名 こども・健康部 課・所・室名 健康づくり課 係名 保健係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 16 16 16 16 16 16

実績値 11

C

今後の取り組み方針 現状の取り組みを継続しつつ、各関係機関との役割の再確認と連携強化のための各種検討を行う。

掲
載
内
容

巡回相談実施回数（回）
（幼稚園）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

①巡回相談　保育園８３回、幼稚園１１回、小中学校１２回実施
②発育発達相談　医師相談１１回、心理相談３６回、心理検査９回
③巡回報告会　令和６年１回実施（幼稚園）
④発達障害児者支援体制整備連絡会議　R６年度は３回実施
⑤研修会　R6年度は２月１日に講演会を実施。
市内の保育園、幼稚園、小中学校への巡回相談や各種相談、会議等を通してライフステージに応じた切れ目のない支援体制の
強化が図られている。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 事業の円滑な運営と各関係機関との役割の再確認が今後の課題である。

⑤発達障害のある子どもの相談の充実

児童発達支援センターの機能強化により地域における障害児支援の質の向上、インクルージョンの推進を図ります。
また、育み支援バーチャルセンター事業として、小児神経科医、臨床心理士などの協力を得て、発達障害のある子どもの専門
相談の充実を図るとともに、保育園、幼稚園、小・中学校等への巡回相談を実施するなど、関係機関との連携を強化して、支
援を充実します。
さらに、子ども相談室において「発達に関する相談」を実施します。子どもの実態を踏まえながら必要に応じて発達検査も実
施し、相談体制の充実を図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容

①相談業務（巡回相談）・・・保育園・幼稚園・小中学校へ心理職等の専門スタ ッフ及び地域スタッフが出向き、関係機関職員の
相談に応じる。
②相談業務（発育発達相談）・・・小児神経科医・心理職等の専門スタッフが発達障害や精神発達に関して、来所での個別相談
に応じる。
③巡回相談報告会・・・保育園、小中学校ごとに巡回相談等の報告会を行う。
④発達障害児者支援体制整備連絡会議・・・健康づくり課、こども未来課、保育課、教育指導課、障害福祉課、朝霞保健所、みつ
ばすみれ学園等関係機関による、本事業についての協議　　⑤研修会

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

①相談支援体制の整備

Ｃ票

C-33



令和６年度

26 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 6 6 6 6 6 6

実績値 7

C

今後の取り組み方針 今後設置される障害者基幹相談支援センターのサポートを得て、さらなる相談支援の機能強化を進めていく。

掲
載
内
容

特定相談支援事業所連絡
会の開催回数（回）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

特定相談支援事業所連絡会を定期的に開催し、同連絡会で、GSV（グループ・スーパー・ビジョン）や情報共有を実施すること
で、計画作成、相談支援の機能強化や連携及び適切なサービス提供につながっている。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
事業所の人員体制等によってなかなか参加ができない事業所もある。参加ができなくても情報共有や連携が取りやすい仕組
みを検討することが必要である。

①サービス提供者間の連携

適切なサービス提供ができるよう、サービス提供者間の連携を密にします。
また、障害者自立支援協議会の活性化により、事業者間の交流を促し、連携強化を図りやすくなるようにします。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 障害福祉サービスを提供する事業所同士が、連携できるよう、相談支援専門員が中心となってマネジメントを行う。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

②福祉基盤の充実

Ｃ票

C-34



令和６年度

27 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 3 3 3 3 3 3

実績値 3

B

今後の取り組み方針
基幹相談支援センター設置に係る人員配置基準に専門職要件を取り入れる。市内特定相談支援事業所への専門研修の周知、
参加取りまとめ等を行う。

掲
載
内
容

①専門職員１人あたりの
専門研修への参加回数
（回）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

障害福祉課においては、ケースワーカーに保健師2名、社会福祉士１名を配置し、1人当たり平均年3回の専門研修（精神保健
福祉分野、発達障害、意思決定支援、補装具・療育手帳等に関する知識を深めるもの、成年後見制度利用促進等）に参加し、専
門職の質の向上に努めている。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
障害福祉課におけるケースワーカーだけではなく、相談支援体制を支える基幹相談支援センターの設置、またそちらへの専門
職の配置、市内特定相談支援事業所への専門研修の積極的な参加を促す必要がある。

②福祉人材の確保・育成

障害福祉サービス充実のため、保健師や社会福祉士など専門知識や資格を有する人材の確保に努めるとともに、障害福祉
サービス事業者などを通じて、人材の確保・育成を図ります。
また、障害や病気の経験があり、利用者と同じ目線に立って相談・助言等を行うピアサポーターの確保・育成も図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 専門職員の効果的な配置や人材確保・育成について、専門研修等への積極的な参加を行う。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

②福祉基盤の充実

Ｃ票

C-35



令和６年度

27 部名 総務部 課・所・室名 職員課 係名 人事研修係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 15 15 15 15 15 15

実績値 15

C

今後の取り組み方針 政策企画課の人員配置に基づき、福祉部門に保健師及び社会福祉士を配置する。

掲
載
内
容

福祉部門（健康づくり課を
除く）への保健師、社会福
祉士の配置人数（６課）
（人）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

政策企画課の人員配置に基づき、福祉部門に保健師及び社会福祉士を配置した。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 政策企画課の人員配置を満たすため、保健師や社会福祉士が不足した場合に、人材の確保に努める必要がある。

②福祉人材の確保・育成

障害福祉サービス充実のため、保健師や社会福祉士など専門知識や資格を有する人材の確保に努めるとともに、障害福祉
サービス事業者などを通じて、人材の確保・育成を図ります。
また、障害や病気の経験があり、利用者と同じ目線に立って相談・助言等を行うピアサポーターの確保・育成も図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 福祉部門に保健師や社会福祉士などの専門職を配置する。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

②福祉基盤の充実

Ｃ票

C-36



令和６年度

27 部名 福祉部 課・所・室名 長寿はつらつ課 係名 地域包括ケア推進係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 24 24 24 27 27 27

実績値 24

C

今後の取り組み方針 今後も、研修会及び地域ケア会議を実施することで、多職種連携を図り、共生社会の実現を目指す。

掲
載
内
容

専門職の配置人数

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

研修会（年１回）及び地域ケア会議（月１回）を多職種の参加により、計画どおりに実施することができた。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 専門職の人材確保と育成を推進していく必要がある。

②福祉人材の確保・育成

障害福祉サービス充実のため、保健師や社会福祉士など専門知識や資格を有する人材の確保に努めるとともに、障害福祉
サービス事業者などを通じて、人材の確保・育成を図ります。
また、障害や病気の経験があり、利用者と同じ目線に立って相談・助言等を行うピアサポーターの確保・育成も図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
共生社会の実現のため、総合相談支援の充実を図るとともに、地域包括支援センターや居宅介護支援事業所を対象に研修会
及び多職種参加による地域ケア会議を実施する。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

②福祉基盤の充実

Ｃ票

C-37



令和６年度

27 部名 こども・健康部 課・所・室名 健康づくり課 係名 保健係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 106 106 106 106 106 106

実績値 106

C

今後の取り組み方針 現在の取組を継続。

掲
載
内
容

巡回相談実施回数（回）
（保・幼・小中）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

巡回相談　保育園８３回、幼稚園１１回、小中学校１２回実施
発育発達相談　医師相談１１回、心理相談３６回、心理検査９回
精神保健福祉相談　１１回実施
各専門スタッフによる助言等が関係機関や市民に積極的に活用されている。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
関係機関からの要望は年々高くなっており、相談件数も多くなっているが、それに見合ったスタッフの確保には苦慮しており、
必要な人材の確保に努めていく必要がある。

②福祉人材の確保・育成

障害福祉サービス充実のため、保健師や社会福祉士など専門知識や資格を有する人材の確保に努めるとともに、障害福祉
サービス事業者などを通じて、人材の確保・育成を図ります。
また、障害や病気の経験があり、利用者と同じ目線に立って相談・助言等を行うピアサポーターの確保・育成も図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容

小児神経科医（発育発達相談）
精神科医師（精神保健福祉相談・教育）
心理士（発育発達相談）
保健師（健診、健康相談、訪問指導等、健康教育）

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

②福祉基盤の充実

Ｃ票

C-38



令和６年度

28 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 52 52 52 52 52 25

実績値 42

C

今後の取り組み方針 毎年度の業務委託に関する打合せの中で、支援プログラムの実施についても検討する。

掲
載
内
容

児童発達支援センターに
よる相談件数（件）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

朝霞市障害児等療育支援事業を児童発達支援センター　元気キッズチルズに委託し、発達障害等、家族による困りごとや相談
を受けている。今年度の相談件数は、延べ４２回実施。
精神障害者及び高次脳機能障害者の家族会の活動の啓発も都度行っている。ペアレントトレーニングやペアレントプログラム
については、他課や民間事業所が開催する支援プログラムの周知啓発に留まっている。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
障害福祉課において、ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等の支援プログラムを実施していないことから、まずは
児童発達支援センターでの相談の中で、困りごと等の把握に努めているが、個々の状況に応じた助言等が適切に行えている
かが課題と感じている。

③障害のある人の家族に対する支援

障害のある人のいる家庭では、介助者の高齢化や18歳未満の子どもが介護を担っているヤングケアラーの問題など、介護の
状況が複合化・複雑化しています。
そこで、福祉サービスの提供に加えて、ＮＰＯ法人やボランティアによる障害のある人を支える家族に対する支援の充実を図
り、障害のある人に対する虐待の防止に努めるとともに、障害のある人の家庭の生活環境の向上を図ります。
また、障害のある人の家族会などの活動支援の充実や日常の子育ての困りごとを解消し、子どもの発達促進や行動改善を目
的とした保護者向けの心理教育「ペアレントトレーニング」の普及を図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
相談支援事業所等の活用につなげる関わりをすすめる。障害のある人の家族会のニーズの把握をする。
発達障害に関する様々な問題に関して、ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等を活用し、発達障害者等及びその家
族等に必要な支援や助言を行う。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

②福祉基盤の充実

Ｃ票

C-39



令和６年度

28 部名 こども・健康部 課・所・室名 健康づくり課 係名 保健係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 48 48 48 48 48 48

実績値 48

C

今後の取り組み方針 現在の取組を継続。

掲
載
内
容

親子グループ実施回数
（回）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

こぱんだ　　R６年度２４回実施　延１２６人が参加
にじいろいるか　R６年度は２４回実施　延１３４任が参加
家族からの各種個別相談には随時対応するとともに、グループを実施する中で、参加した本人だけでなく、家族の精神的健康
の保持、増進に努めた。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 引き続き相談や事業を通して家族の支援につなげていく。

③障害のある人の家族に対する支援

障害のある人のいる家庭では、介助者の高齢化や18歳未満の子どもが介護を担っているヤングケアラーの問題など、介護の
状況が複合化・複雑化しています。
そこで、福祉サービスの提供に加えて、ＮＰＯ法人やボランティアによる障害のある人を支える家族に対する支援の充実を図
り、障害のある人に対する虐待の防止に努めるとともに、障害のある人の家庭の生活環境の向上を図ります。
また、障害のある人の家族会などの活動支援の充実や日常の子育ての困りごとを解消し、子どもの発達促進や行動改善を目
的とした保護者向けの心理教育「ペアレントトレーニング」の普及を図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
・保健師による随時の個別相談（電話、面接、訪問等）を実施している。
・親子グループ指導による保護者への支援の実施。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

②福祉基盤の充実

Ｃ票

C-40



令和６年度

29 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 2 2 2 2 2 2

実績値 6

B

今後の取り組み方針 精神障害のある人が安心して生活ができるよう、相談体制の整備及び知識の普及等を検討します。

掲
載
内
容

精神保健福祉に関する連
絡調整会議の開催回数
（回）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

障害者自立支援協議会専門部会「精神包括ケア部会」を2回実施し、情報共有や地域の課題について協議した。課題の一つで
ある、長期入院患者の退院支援として、市内・近隣の医療機関と支援会議を4回実施した。2人の入院患者の退院について支
援を開始している。併せて、精神障害者当事者及びその支援者に対しアンケートを実施した。アンケートからは当事者の実際
の困りごとや、関わる支援者の悩み等を把握することができた。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 精神障害のある人が相談できる窓口を把握できていない。精神障害に関する正しい知識を知らない支援者がいる。

④精神保健福祉に関する連絡調整会議の開催

精神障害のある人が地域の中で安心して暮らせる地域づくりを目指し、保健と福祉の連絡調整を図るため、会議を開催しま
す。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 障害者自立支援協議会専門部会「精神包括ケア部会」を実施

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

②福祉基盤の充実

Ｃ票

C-41



令和６年度

30 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 100 100 100 100 100 100

実績値 86

C

今後の取り組み方針 計画相談支援事業の利用を希望する場合、基幹相談支援センター、委託相談及び計画相談と連携して対応する。

掲
載
内
容

サービス利用における計
画相談導入率（％）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

障害福祉サービスの申請の際に計画相談支援事業所への連絡を促している。
セルフプラン利用者の計画相談への移行が進んでいる。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
新規利用者が早くサービスを使いたいという希望を満たせるほどは計画相談支援事業所の人員に余裕がないため、一時的
にセルフプランで始めることが多くなり、セルフプラン率は上昇している。

①障害福祉サービスの充実

障害者総合支援法等による総合的な自立支援システムづくりを推進し、各種障害福祉サービス等の充実を図ります。
また、事業者からの開設相談等の機会をとらえ、市の課題や障害福祉計画に基づく助言を行います。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 相談・各種申請があった場合、利用希望者に対して計画相談支援の導入を案内する。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

③障害福祉サービス等の充実

Ｃ票

C-42



令和６年度

31 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 2 2 2 2 2 2

実績値 5

A

今後の取り組み方針 今後も地区担当CWが相談支援事業所等と連携を図り、制度の周知や制度の利用の促進につなげていく。

掲
載
内
容

成年後見制度市長申立者
数（人）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

支援者あるいは本人・家族からの相談を受け、成年後見制度利用の相談及び市長申立てにつながった。今年度はサービス担
当者会議や病院、生活援護課等関係機関からの相談が多く、結果的に目標を上回る実績につながった。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 未だ報酬助成への誤った理解をしている家族もいるため、成年後見制度の正しい普及啓発は必要である。

②地域生活支援事業の充実

障害者総合支援法では、市町村が地域で生活する障害のある人のニーズを踏まえ、地域の実情に応じて柔軟に実施する事業
として、地域生活支援事業を位置付けています。「親亡き後」に備えるとともに、地域で生活する障害のある人の自立した日常
生活や社会生活の充実を図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容

【必須事業】理解促進・啓発事業／自発的活動支援事業／相談支援事業／成年後見制度支援事業／成年後見制度法人後見支
援事業／意思疎通支援事業／日常生活用具給付等事業／手話通訳者等養成事業／移動支援事業／地域活動支援センター機
能強化事業
【任意事業】日常生活支援／社会参加支援／権利擁護支援／就業・就労支援／朝霞市独自事業
【障害支援区分認定等事務】

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

③障害福祉サービス等の充実

Ｃ票

C-43



令和６年度

32 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 100 100 100 100 100 100

実績値 100

C

今後の取り組み方針 意思決定支援に関して十分周知し、より適切に確認できる方法・手段等を検討していきます。

掲
載
内
容

サービス利用における計
画相談導入率（％）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

サービス利用における計画相談導入率については、計画相談86％、セルフプラン１４％となっている。定期的なモニタリング
の実施により、適切に本人の意思をサービス等利用計画・個別支援計画に反映させた。セルフプランによるサービス利用者に
ついては、更新時の職員による聞き取り等から本人の意思を把握でしている。また、適宜、サービス担当者会議や個別支援会
議を実施し、適切に本人の意思を把握できるようにした。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
本人の意思を適切に反映することができるよう、支援者のスキルアップが必要である。セルフプランのサービス利用者につい
ては、更新や変更といった際しか、確認の機会がない。

③意思決定支援の充実

サービスの提供にあたっては、本人の意思が反映された生活を送ることができるように、厚生労働省のガイドラインに基づ
き、意思決定支援の適切な実施を推進します。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
日常生活・社会生活において、可能な限り本人が意思決定できるよう支援する。サービス担当者会議や個別支援会議を実施
し、サービス等利用計画・個別支援計画に反映させる。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

③障害福祉サービス等の充実

Ｃ票

C-44



令和６年度

33 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 22,000 22,000 22,000 22,000 22,000 22,000

実績値 23,862

B

今後の取り組み方針 各制度の周知を継続し、各手当の内容及び制度の周知に努めていく。

掲
載
内
容

在宅重度心身障害者手当
延べ支給件数（件）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

経済的な支援を行うために各制度の周知に努めており、目標値を超える支給を行うことができた。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 支援が必要な対象者に対し、支援が行き届くように、今後も支援を継続していく必要がある。

④経済的な支援

障害のある人やその家族に対し、日常生活支援、社会参加支援サービスの提供のほか、各種手当などの支給により経済的な
支援を行います。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
制度の周知と適正な運営により、経済的なサポートを行う。
・特別児童扶養手当　　　　・特別障害者手当　　・障害児福祉手当
・在宅重度心身障害者手当　・難病患者見舞金の支給など

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

③障害福祉サービス等の充実

Ｃ票

C-45



令和６年度

34 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 4 4 4 4 4 4

実績値 4

C

今後の取り組み方針 現状の支援を継続して実施していく。

掲
載
内
容

生活ホームの実利用者数
（人）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

生活ホームに関しては、利用者の増減なし（4人）での運営となった。市として月１２万円の家賃に係る補助金を６カ月分ずつ、
年２回給付を行い支援している。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 現状維持

⑤生活基盤の支援

地域での生活の基盤となる地域活動支援センターや生活ホームへの運営支援、グループホームの入所者に係る支援として、
家賃の一部を補助する特定障害者特別給付費の支給を行います。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 市内の生活ホーム事業者に対し、月１２万円の家賃の補助を行う。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

③障害福祉サービス等の充実

Ｃ票

C-46



令和６年度

35 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

実績値 708

C

今後の取り組み方針 今後も緊急時の支援体制の充実を図って行く。

掲
載
内
容

避難行動要支援者台帳の
登録者数（人）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

新規手帳交付時に制度説明を徹底して行った。また、広報でも避難行動要支援者台帳についての周知を図り、普及促進が図
れた。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 「ネット１１９」「ＦＡＸ１１９」の申込がなかったため、周知方法について検討していく。

⑥緊急時の支援

災害などの緊急時に援護を必要とする人への迅速な支援を図るため、避難行動要支援者台帳への登録、普及促進に努めま
す。
また、アプリを使用した「ネット１１９」や「ＦＡＸ１１９」などの普及を図るとともに、手話通訳者の緊急時派遣の実施などにより、
緊急時の支援体制の充実を図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
避難行動要支援者台帳について、積極的な啓発等をすることにより、登録者の増加の促進に努め、アプリを使用した「ネット１
１９」、や「FAX１１９」などについて、申請者の増加の促進に努め、緊急時の支援体制の充実を図る。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

③障害福祉サービス等の充実

Ｃ票

C-47



令和６年度

35 部名 福祉部 課・所・室名 長寿はつらつ課 係名 高齢者支援係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 4,150 4,300 4,450 4,600 4,750 4,900

実績値 3,348

D

今後の取り組み方針 今後も引き続き、対象者への案内文書の送付や、広報あさかへの記事掲載により、台帳への登録を促していく。

掲
載
内
容

避難行動要支援者台帳の
登録者数（人）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

１２月に広報にて周知活動を行うとともに、新たに対象となった1,372名の方に対し、案内文及び登録申請書を送付し避難行
動要支援者台帳への登録を促した。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
案内文及び登録申請書の送付により、避難行動要支援者台帳への登録を促したが、登録者数の目標値・計画値には至らな
かった。

⑥緊急時の支援

災害などの緊急時に援護を必要とする人への迅速な支援を図るため、避難行動要支援者台帳への登録、普及促進に努めま
す。
また、アプリを使用した「ネット１１９」や「ＦＡＸ１１９」などの普及を図るとともに、手話通訳者の緊急時派遣の実施などにより、
緊急時の支援体制の充実を図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
災害時に自ら避難をすることが困難な方や正しい判断をすることが難しく手助けが必要な障害者や高齢者等に対して、発災
時に適切かつ円滑に避難行動の支援を行うために事前に避難行動要支援者台帳への登録及び普及促進を行います。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

③障害福祉サービス等の充実

Ｃ票

C-48



令和６年度

36 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 100 100 100 100 100 100

実績値 100

A

今後の取り組み方針 引き続き、制度の周知や関係機関との連携を進め、利用者に必要なサービスの提供に努める。

掲
載
内
容

サービス利用におけるケ
アプラン導入率（％）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

介護保険と障害福祉サービスの利用希望者に対して、各制度の特徴や併用における留意点等、相談支援専門員やケアマネ
ジャー等の支援者とも連携を図ることで、必要なサービスや支給量の提供につなげている。また、６５歳到達の方や介護保険
２号被保険者に該当する方への介護保険サービスとの連携についても、計画相談支援事業所に啓発を促している。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 介護保険と障害福祉サービスの重なる部分への制度の留意点を知らない事業所がある。

⑦介護保険との連携

高次脳機能障害のある人や若年性認知症の人に対し、介護保険サービスや障害福祉サービス、相談窓口についての情報を提
供するとともに、家族に対する相談支援体制の充実を図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
利用希望者に対して介護保険・障害福祉の両制度の説明を行い、相談支援専門員やケアマネジャーとも連携をはかり、希望者
の障害状況に応じたサービスの提供に努める。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

③障害福祉サービス等の充実

Ｃ票

C-49



令和６年度

36 部名 福祉部 課・所・室名 長寿はつらつ課 係名 介護保険係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 1 1 1 1 1 1

実績値 1

C

今後の取り組み方針 介護支援専門員を対象とした研修会等において、周知を図ってまいりたい。

掲
載
内
容

事業者向け集団指導等の
開催

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

集団指導を実施し、制度の周知を図った。
随時、障害福祉課と連携して個別ケース対応を行った。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 より多くの介護支援専門員に周知が進むよう、機会を捉えて啓発していく必要がある。

⑦介護保険との連携

高次脳機能障害のある人や若年性認知症の人に対し、介護保険サービスや障害福祉サービス、相談窓口についての情報を提
供するとともに、家族に対する相談支援体制の充実を図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
事業所向けに介護保険サービス及び福祉サービスの集団指導等を実施し、両制度の周知を図る。
障害のある高齢者の方など、障害福祉課と連携した個別ケース対応する。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

③障害福祉サービス等の充実

Ｃ票

C-50



令和６年度

37 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 1 1 1 1 1 1

実績値 1

C

今後の取り組み方針
日常生活用具としての住宅改修費給付事業や産業振興課が実施している個人住宅リフォーム資金補助金の申請や、住まいの
改善にかかる相談、住宅確保用配慮者に対する居住支援相談等の周知も図り、今後も他課と共同して対応をしていく。

掲
載
内
容

住宅改善費補助金申請件
数（件）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

R6年度の住宅改善費補助金の申請があり、目標値を達成することができた。引き続き障害者の日常生活の利便と福祉の増
進を図っていく。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
住宅改善費補助金の対象範囲が限られているため、お断りすることが多々あった。その際に他課にある補助金制度を熟知す
る必要があり、適切な案内をすることが課題となっている。

①障害のある人向けの住宅の整備の促進

障害のある人が共同して生活できる場や障害のある人が自立して生活できる場としての住宅の確保が求められています。
住宅の改修に対する理解の促進を図り、障害のある人に配慮した構造や仕様への改修を促進するとともに、ユニバーサルデ
ザインの考えの普及を図ります。
また、住宅改修を促進するため、重度障害者住宅改善費補助や個人住宅リフォーム資金補助金等の経済的支援の活用を促進
します。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 住まいの確保に対する支援を行うとともに、住宅改善を行い、障害者の日常生活の利便と福祉の増進を図る。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

④住まいの支援

Ｃ票

C-51



令和６年度

38 部名 都市建設部 課・所・室名 開発建築課 係名 住宅政策係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 18 18 18 18 18 18

実績値 28

B

今後の取り組み方針 居住支援相談窓口に他課職員の同席を求めるなど、相談者の状況に応じて関係各課と連携を図っていく。

掲
載
内
容

例月の相談窓口の利用件
数（件）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

来庁及び電話で予約を受け付ける度に、社会福祉士につなぐ前段として開発建築課職員が丁寧にヒアリングを実施し、事後
アンケート結果でも高い満足度を記録している。
また、本来の予約枠（３枠）が足りずに増設した月もあり、本事業の重要性とニーズの高さが窺われた。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
住宅確保要配慮者の状況を改善するには、単純な住まい探しの問題にとどまらず、心身の障害や経済的事情等の多岐に渡る
課題を解決する必要がある。

②居住支援相談事業の実施

住宅確保要配慮者（低額所得者・被災者・高齢者・障害者・子どもを養育する者・その他住宅の確保に特に配慮を要する者）に
対し、社会福祉士による居住支援相談を実施します。
相談内容に応じて、庁内の関係部署や不動産事業者関連団体等につなぎ、住まい探しや入居後の生活支援等を行います。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容

住宅確保要配慮者（低額所得者・被災者・高齢者・障害者・子どもを養育する者・その他住宅の確保に特に配慮を要する者）に
対し、公益社団法人　埼玉県社会福祉士会と契約し、所属福祉士による居住支援相談を、月１回（原則毎月第一木曜日）の頻
度・１回あたり原則３枠までの受付で実施します。
また、年に１度、土曜日に居住支援相談会と題して最大１８枠の相談会も実施します。

相談内容に応じて、庁内の関係部署や不動産事業者関連団体等につなぎ、住まい探しや入居後の生活支援等を行います。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(1)地域生活支援の充実

④住まいの支援

Ｃ票

C-52



令和６年度

39 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 5 6 7 8 9 10

実績値 0

C

今後の取り組み方針
地域生活支援拠点等事業連絡会にて、登録事業所への啓発を行う。基幹相談支援センターの設置後は、拠点コーディネーター
が地域生活支援拠点等事業に登録した事業所と協働し、地域の支援体制の構築を図る。

掲
載
内
容

地域生活支援拠点におけ
るコーディネーターの配
置人数

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

拠点コーディネーターの配置が求められている状況を鑑み、基幹相談支援センターの仕様の中に拠点コーディネーターの配置
を必置とした。今年度、６月、１月の2回プロポーザル公募を行ったが、優先交渉権者との契約締結に向けた話し合いが不調に
終わったため、基幹相談支援センターの今年度の設置には至らなかった。
令和７年度に向けて今以上に相談支援体制を強化できるよう、埼玉県障害者福祉推進課、埼玉県相談支援専門員協会の協力
を得ながら、基幹相談支援センターの設置準備を進めている。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
地域生活支援拠点等事業の「相談」「地域の体制づくり」の機能に登録をしている事業所が積極的に事業に参画できていな
い。

①施設・病院等から地域への移行の推進

地域生活支援拠点事業の充実により、障害のある人本人の意向を反映した地域生活への移行を支援します。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 地域生活支援拠点事業を活用し、コーディネーターを配置して地域の効果的な支援体制と緊急時の連絡体制の構築を図る。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(2)日中活動の場の充実

①日中活動の場の充実

Ｃ票

C-53



令和６年度

40 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 実施 実施 実施 実施 実施 実施

実績値 実施

A

今後の取り組み方針
現状の支援を継続していくとともに今後生活介護への移行を検討している施設について、必要な支援、フォローを行ってい
く。

掲
載
内
容

補助金の交付

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

対象事業所２か所に所要額に見合う運営費補助金の交付を行った。また、従事者処遇改善補助、光熱費等高騰対策支援金な
ど、昨今の状況に応じた活動支援も実施した。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 施設の老朽化対策や創作、生産活動の機会提供の拡大等の課題がある。

②地域活動支援センター等への運営支援

障害のある人の社会参加を促進するため、創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流の促進等を図るとともに、
就労機会の拡大に努める地域活動支援センターなどの運営を支援します。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 市内の地域活動支援センターに対し、運営に係る経費を補助し、団体が行う障害者の社会参加促進事業を支援する。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(2)日中活動の場の充実

①日中活動の場の充実

Ｃ票

C-54



令和６年度

41 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 120 125 130 130 130 130

実績値 123

B

今後の取り組み方針 これまで以上に障害福祉に関する各種お知らせ等を素早く正確に利用者に発信していく。

掲
載
内
容

市ホームページの公開
ページ数（ページ）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

目標を上回る公開ページ数を達成することができた。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 利用者にとって有益な情報を素早く、正確に伝えていくことを今後も継続していく。

①情報アクセシビリティの充実

利用者の立場に立ったわかりやすい「広報紙」や「障害福祉ガイドブック」、「ホームページ」などを充実し、相談窓口や障害福祉
サービス等の幅広い福祉情報の提供に努め、利用促進を図ります。なお、利用する側に立った効果的な提供方法についても
検討します。
また、災害時においても障害のある人に情報が伝達できるよう情報のバリアフリー化を進めます。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
障害福祉に関する各種お知らせ等をホームページに掲載するとともに、内容更新を行った福祉ガイドブックの内容を掲載す
る。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(3)コミュニケーション支援

①情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策の推進

Ｃ票

C-55



令和６年度

41 部名 市長公室 課・所・室名 シティ・プロモーション課 係名 広報係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 69,300 69,800 70,000 70,000 70,000 70,000

実績値 70,100

B

今後の取り組み方針 引き続き、広報あさかの全戸配布に努める。

掲
載
内
容

広報配布件数(件）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

広報あさかを月１回（毎月１日付け）発行し、発行日前の５日間で市内全戸に配布した。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 配布漏れとなっている世帯があっても連絡がない場合、配布漏れと判断できず、広報が届いていない場合がある。

①情報アクセシビリティの充実

利用者の立場に立ったわかりやすい「広報紙」や「障害福祉ガイドブック」、「ホームページ」などを充実し、相談窓口や障害福祉
サービス等の幅広い福祉情報の提供に努め、利用促進を図ります。なお、利用する側に立った効果的な提供方法についても
検討します。
また、災害時においても障害のある人に情報が伝達できるよう情報のバリアフリー化を進めます。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
福祉情報を含めた市政情報を市民へ提供するため、「広報あさか」を月１回発行し、ポスティングにより市内全世帯へ配布す
る。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(3)コミュニケーション支援

①情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策の推進

Ｃ票

C-56



令和６年度

42 部名 市長公室 課・所・室名 シティ・プロモーション課 係名 広報係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 12 12 12 12 12 12

実績値 12

C

今後の取り組み方針 引き続き音訳ボランティグループに協力いただき、広報あさかの音声版の作成、希望者への郵送等を行う。

掲
載
内
容

ホームページにおける声
の広報掲載数（回）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

音訳ボランティアグループの協力をいただき、広報あさかの音声版を作成、市ホームページへの掲載や、音声CDの希望者へ
の郵送・図書館（本館・分館）への配架を行った。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 音訳ボランティグループに協力いただいているため、グループの解散等があった場合の対応を検討しておく必要がある。

②音声テープなどによる情報提供

視覚障害のある人に対し情報提供方法の周知を図り、広報あさかの音声テープ、デイジー（デジタル録音図書）形式のＣＤなど
による情報提供を推進します。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
音訳ボランティアグループが録音した「広報あさか」の音声データを市ホームページに掲載する。また、音声ＣＤ（デイジー形
式）を希望する視覚障害のある人に対し、郵送するとともに図書館と北朝霞分館に貸し出し用として備え置く。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(3)コミュニケーション支援

①情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策の推進

Ｃ票

C-57



令和６年度

43 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 9 10 11 12 13 14

実績値 10

B

今後の取り組み方針
・市民に対して講習会の積極的な周知を行う
・登録通訳者試験不合格者をフォローするための方策を検討する

掲
載
内
容

登録手話通訳者数（人）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

令和6年度の登録手話通訳者試験に１名が合格し、手話通訳者として登録した。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
・通訳者養成講習会が修了しない年度は『講習会→試験』という流れを作れないため、受験者が集まりにくい。
・試験に不合格だった受験者が再受験を諦めてしまう傾向が高い。

③手話通訳者の養成・派遣

聴覚障害のある人のコミュニケーションを支援する人材育成のため手話講習会を開催するとともに、手話通訳者派遣制度の
充実に努めます。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
手話講習。手話通訳者の派遣。手話体験講座の実施。
＊いずれも社会福祉協議会へ委託

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(3)コミュニケーション支援

①情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策の推進

Ｃ票

C-58



令和６年度

44 部名 生涯学習部 課・所・室名 図書館 係名 図書館サービス係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 68 68 68 68 68 68

実績値 53

C

今後の取り組み方針
引き続き、利用登録をしている方には、適切な情報提供を行うとともに、広報紙やホームページ等を通じて障害者サービスの
周知に努め、適切なサービス提供を行っていく。

掲
載
内
容

障害者サービス資料貸出
数（点）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

録音資料（広報あさか、社協あさか、コンパスなど）を登録している方に郵送した。また、利用者の求めに応じて、朗読者による
対面朗読を実施した。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 利用登録をしている方に適切な情報提供を行ったが、障害者サービスの周知と利用拡大に努める必要がある。

④点訳・音声訳・朗読奉仕員の活用

点訳・音声訳・朗読奉仕員を必要に応じて活用し、障害のある人に対して適切な情報提供に努めます。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
利用者の申出を受け、図書館または館長が適当と認めた場所において、利用者の希望する資料を朗読者が朗読する。
録音資料（広報あさか、社協あさか、コンパス等）を登録者に郵送する。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(3)コミュニケーション支援

①情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策の推進

Ｃ票

C-59



令和６年度

45 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 1 1 1 1 1 1

実績値 1

C

今後の取り組み方針 社会福祉協議会と協力し、要約筆記の必要性を周知する。

掲
載
内
容

要約筆記講習会受講者数
（人）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

県主催の要約筆記講習会の受講者への交通費助成を行った。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 より多くの要約筆記者が増えるよう、講習会実施や補助金などの周知を図っていきたい。

⑤要約筆記者の養成

必要に応じて要約筆記に関する講習会を開催し、要約筆記者の養成を図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 県主催の講習会の周知や、講演会等で手話通訳者と同様に要約筆記を設置し、その必要性をPRする。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(3)コミュニケーション支援

①情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策の推進

Ｃ票

C-60



令和６年度

46 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 200 200 200 200 200 200

実績値 230

B

今後の取り組み方針 今後も研修内容等検討し、開催するよう努めていく。

掲
載
内
容

職員研修への参加人数
（人）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

例年と同様全職員を対象としたが、指定管理施設職員には積極的に参加するよう促し研修を実施した。ろう者の方を講師と
して開催し、職員に対する手話に対する理解が深まった。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 多くの職員が参加していただくために工夫をする必要がある。

⑥円滑なコミュニケーションのための研修の実施

市の職員研修の中に手話講習などを盛り込み、円滑なコミュニケーションを築けるよう職員の意識啓発を行います。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 「朝霞市日本手話言語条例」に係る職員研修を実施。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(3)コミュニケーション支援

①情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策の推進

Ｃ票

C-61



令和６年度

47 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 実施 実施 実施 実施 実施 実施

実績値 実施

C

今後の取り組み方針 引き続き周知に努める。

掲
載
内
容

コミュニケーション支援
ボード等の利活用の周知

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

庁内に周知し、活用を促進した。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 庁内に周知しているが、それぞれの課に即した活用ができていない現状がある。

⑦意思疎通手段の充実

全ての市の窓口で筆談対応を行うとともにコミュニケーション支援ボードを設置、避難所にも筆談ボード及びコミュニケー
ション支援ボードを設置し、意思疎通手段の充実に努めます。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 コミュニケーション支援ボード等の庁内での活用を促進する。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(3)コミュニケーション支援

①情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策の推進

Ｃ票

C-62



令和６年度

48 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 2 2 2 2 2 2

実績値 2

B

今後の取り組み方針 今後も体制を維持し必要とする方に通訳を提供していく。

掲
載
内
容

手話通訳者の設置人数
（人）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

手話通訳者を２名設置することにより、多くのろう者が来庁し、申請や相談などスムーズに対応することができた。
Ｒ６対応回数：６８５件

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 手話通訳者が２人設置されていることで、対応できる範囲が増えた。今後体制を維持できるよう努めていく必要がある。

⑧手話通訳者の設置

障害福祉課に手話通訳者を設置、庁内各部署での手話通訳のニーズにスムーズに応える体制整備に努めます。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 手話通訳者を設置する。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(3)コミュニケーション支援

①情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策の推進

Ｃ票

C-63



令和６年度

49 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害福祉係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 70 70 70 70 70 70

実績値 80

A

今後の取り組み方針 制度見直しを検討する。

掲
載
内
容

移動支援事業
利用登録者数（人）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

目標値より多くの障害のある方が利用された。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
外出の支援に関しては、今後多くの需要が見込まれる。また需要の多様化が進んでいる。適正な利用を促すとともに、多様な
需要に対応するため、制度の見直しを検討する必要がある。

①移動支援事業等の利用促進

障害等により外出等の移動が困難な方を対象に、適切な障害福祉サービスを案内するとともに、移動支援事業、生活サポート
事業を行います。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 移動支援事業及び生活サポート事業を実施する。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(4)社会参加の支援

①外出の支援

Ｃ票

C-64

障害給付係



令和６年度

50 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 30 30 30 30 30 30

実績値 35

B

今後の取り組み方針 今後も引き続き貸し出しを行う。

掲
載
内
容

車いすの貸し出し件数
（件）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

年間を通して一定の頻度で貸し出しできている。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 貸し出し時に台数が不足しないよう維持していく必要がある。

②車いすの貸し出し

車いすの貸し出しを行います。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 車いすが一時的に必要な場合、貸し出しを行う。（期間は原則２週間以内）

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(4)社会参加の支援

①外出の支援

Ｃ票

C-65



令和６年度

51 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 2,850 2,850 2,850 2,850 2,850 2,850

実績値 3,026

A

今後の取り組み方針
申請額が細かくなる自動車燃料費の助成をバス･鉄道共通ＩＣカードの助成に統合することや郵送対応だけでなく、電子申請
をはじめとした申請方法の簡素化など、さらに利用しやすいサービスにするための検討を進めていく。

掲
載
内
容

自動車燃料費の補助、福
祉タクシー利用料金の助
成及びバス・鉄道共通IC
カード補助の利用登録者
数（人）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

令和6年度は、福祉タクシー券交付者数435名・自動車燃料費助成利用登録者数1,142名・バス･鉄道共通ＩＣカード利用登録
者数1,449名。引き続き利用者の需要を把握するとともに、利便性向上のために一部郵送申請も受け付けるなど、適切な補
助を行っていく。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題
定期的な案内状、記入例の送付や郵送対応などを推進しているものの、利用者の申請漏れや申請書等の誤記入などが散見さ
れる。

③外出に対する支援

障害のある人の移動・外出のため、自動車運転免許取得費の補助や自動車改造費の補助、自動車燃料費の補助、福祉タクシー
利用券の交付、バス・鉄道共通ＩＣカード補助、駐輪場利用料金の減免、市内循環バス特別乗車証の交付など、経済的な支援を
実施します。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容
自動車運転免許取得費の補助や自動車改造費の補助、自動車燃料費の補助、福祉タクシー利用料金の助成、バス・鉄道共通
ICカード補助、駐車場利用料金の減免、市内循環バス特別乗車証の交付

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(4)社会参加の支援

①外出の支援

Ｃ票

C-66



令和６年度

52 部名 福祉部 課・所・室名 障害福祉課 係名 障害給付係

基本目標

基本施策（大柱）

施策（中柱）

施策内容

事業概要

年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

目標値 110 100 90 80 70 60

実績値 98

C

今後の取り組み方針 今後も広報あさかやホームページなどで周知啓発すべきことを掲載していくこととし、掲載する内容を柔軟に検討していく。

掲
載
内
容

利用証交付件数（件）

取り組み・進捗状況
及び

自己評価

指標名

目標値より多くの障害のある人などに交付することはできなかったが、１００人近く交付することができた。

Ａ 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている。
Ｂ 目標・計画を十分に上回る成果があがっている。
Ｃ 目標・計画どおりに成果があがっている。
Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった。
Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった。

２　課題・今後の取り組み方針

課題 より多くの人に理解を得られるよう、啓発方法を検討していく必要がある。

④パーキング・パーミット制度の周知啓発

障害のある人などに向けた駐車区画の適正利用を図るため、埼玉県思いやり駐車場制度（パーキング・パーミット制度）の周
知啓発を図ります。

1　事業内容・成果・進捗状況等

事業内容 障害のある人など歩行が困難な方のための駐車区画について、利用証を交付することで、駐車区画の適正利用を推進する。

第６次朝霞市障害者プラン　進行管理シート

事業コード

2　地域生活を充実し、社会参加を支援する

(4)社会参加の支援

①外出の支援

Ｃ票

C-67


